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エクステンションぷらす

 開場は、各回12:30～

地上絵イラスト：山形大学附属博物館提供

5,000円 （全 3回分）

TEL：023-628-4779

山形大学
エクステンションサービス推進本部

受講の流れ お問い合せ

右記QRコードから、パソコンやスマートフォンで申込受付ページにアクセスを
してください。受講料の支払い方法や、受講方法などをご確認の後、専用フォー
ムに必要事項をご記入の上、送信してください。お申し込み受付完了後、表示さ
れる完了画面を各自、保管してください。

申込方法

第１回：11月 

対 面 講 座

日 　 時

受 講 料

講　　師

「大学レベルの学問」を楽しく学び、社会で活躍するための知識や考え方を身につけることを目的とした
社会人向けのオリジナル講座「エクステンションぷらす」を開講します。

 13:00~14:40   1日（日）
 13:00~14:40 
 13:00~14:40 

上記の受付フォームにて、受講料をお支払いください。① 

初回開催日の3日前までに、山形大学エクステンションサービス推進本部（yu-exten-

sion@jm.kj.yamagata-u.ac.jp）より受講のご案内をいたします。上記メールアドレス

の通知設定を許可ください。

②

＊期間内にレポートを提出していただいた場合は、修了証を発行します。

③ 全3回の講座を通してご出席ください。録画等による対応は致しかねますので、あらか

じめご了承ください。

第３回：11月15日（日） 
第２回：11月  8日（日）

会 　 場 山形大学小白川キャンパス 附属図書館
イベントエリア（山形市小白川町1-4-12)

申し込みフォーム
10月25日（日）【申込締切】 

❶ 過去の社会を、証拠から読み解く方法がわかる

❷ AIが考古学をどのように変えつつあるのかがわかる

❸ ナスカの地上絵を見る目が変わる
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坂井 正人 氏 山形大学 学術研究院 （ 人文社会科学部 主担当 ）
さ か い    　ま さ と

専　門：文化人類学・アンデス考古学

（平日 9-17時）

1963年千葉市生まれ。1996年東京大学大学院博士課程満期退学、同年山形大学助教授、2009年教授、2017年

外務大臣表彰、2025年米国科学アカデミー・コッツァレリ賞受賞、同年山形大学卓越研究教授。

ナスカの地上絵を読み解く

 本講座では、ナスカの地上絵を、古代アンデス社会の展開から最新研

究まで、3回にわたって読み解きます。第1回では、地上絵が生み出され

た社会や文化的背景をたどり、第2回では、衛星画像・航空写真・AIと現

地調査を組み合わせた発見の方法を紹介します。第3回では、地上絵の

配置や小道、人びとの行為に注目し、「見る・歩く・読む」という視点から、

その意味や解読の可能性を考えます。あわせて、研究成果を未来へつ

なぐ文化遺産保護についても紹介します。

 : 「見る・歩く・読む」から解読へ

第１回：地上絵を生んだナスカ社会講座内容
  :  古代アンデス文明から考える

 : 衛星画像・航空写真・AIと現地調査
第２回：ナスカの地上絵を探す

第３回：地上絵は何のために描かれたのか

  

古代アンデス社会からAI・最新研究、地上絵の意味と保護まで

対象：一般（高校生以上）　 定員：60 名


